


















































































本研究会は 1996 年 9 月 24 日付 ICU アジア文化研究所所員会議にてアジア文
化研究所の共同研究プロジェ クトの一つに位置付けられた
「職人文化と近代化研究会」のメンバー及び所属
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2.8 第 1 回 (会場 / ICU 以下左記会場と違うもののみ特記)
qこれまで調査したネパール、インドネシア・タイなどにおける諸職人の概
要。w毎回の研究会でそれぞれが研究報告をおこなうことを決定。
6.4 第 2 回 田村真知子 「ネパールの鍛冶屋」
7.23 第 3 回 朝岡康二 「インドネシアの鍛冶屋を中心に」
9.4 第 4 回 新津晃一 「ネパールの鍛冶屋・カトマンズ盆地を中心に」
11.13 第 5 回 香月節子 「日本の野鍛冶と鉄製農具」武蔵野美術大学
vii
1995 年
1.21 第 6 回 橘健一 「東ネパール・Dhankuta の鍛冶屋」
3.4 第 7 回 3月のネパール調査の検討。
4.16 第 8 回 新津晃一・朝岡康二・田村真知子「ネパール鍛冶屋」
6.11 第 9 回 研究会名「職人文化と近代化研究会」(略称「職文研」)に決定。燕・
三条の鍛冶屋調査の検討。
9.10 第 10 回 qサントリー助成承認の報告とそれに伴う調査の検討。wネパール
調査、燕・三条調査の件。
11.5 第 11 回 q南真木人「ネパールの鍛冶屋」。w 3 月ネパール調査計画の検討
1996 年
1.7 第 12 回 q小井土満「ネパールの仏像鋳造」。w 3 月のネパール調査計画の
検討。
2.4 第 13 回 ネパール調査の各自の研究テーマ、先行研究などについて検討。
2.25 第 14 回 qネパール調査最終打合せ。w燕・三条鍛冶屋の作成ビデオの成果
確認。
4.20 第 15 回 ネパール現地調査各自報告。
6.23 第 16 回 ネパール現地調査各自報告。
9.8 第 17 回 q今後のネパール調査研究の方針 wネパール在住の Lok 氏日本招
聘の件。
10.11～31 共同研究者ネパールの Lok 氏来日。 各メンバーの活動現場で研修。 研修場所 :
国立歴史民俗博物館(千葉)及び周辺博物館、国際基督教大学・武蔵野美術大学
(東京)， 国立民族学博物館(大阪)、10 / 26.27は京都にてネパール学会シンポ
ジウムに参加。
10.20 第 18 回 q Lok 氏を迎え 12 月のネパール調査の件。
12.15 第 19 回 q新津晃一、ネパール現地調査報告。w 12 月ネパール現地調査最
終打ち合わせ。
1.15 第 20 回 q田村、朝岡、香月のネパール現地調査報告。w 3 月のネパール現
地調査打合せ。
4.20 第 21 回 q田村善次郎、朝岡康二のネパール調査研究報告。w香月洋一郎ネ
パール調査概要報告。
7.6 第 22 回 q石井溥氏(東京外国語大学)「ネパールのカースト制度」。  w南真
木人調査報告。
12.13 ICU アジア文化研究所主催(「職人文化と近代化研究会」プロジェクト担当)で
シンポジウムを開催。テーマ「アジアの金属職人文化」(於 ICU)
viii
研究助成
1995・1996 年度の 2か年，財団法人サントリー文化財団の研究助成を受ける
研究テーマ 「近代化にともなうアジアの職人文化の継承と発展——地域素材から交易素材
へ——」
